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Ⅰ 調査の概要 

   調査対象者    市政モニター １５０人 

   回 答 者 数     １４１人（回収率 ９４．６％） 

   調査実施日    令和５年８月１８日～令和５年９月１日 

   実 施 方 法    調査票による郵送及びインターネット調査 

   調査実施課    広報室広聴課  ℡５８２－２５２７ 

   調査依頼課    市民文化スポーツ局安全・安心推進課  ℡５８２－２８６６ 

 

Ⅱ 市政モニターの構成 
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Ⅲ 調査結果 

 

（条例の認知度） 

問１ 迷惑行為を防止するため、「モラル・マナーアップ関連条例」が制定されていることをご存知でしたか。 

 
  

条例を「知っていた」と答えた人は 45.4％で、前回令和 4 年度調査の 45.3％より 0.1

ポイント増加している。 

「知っていた」と答えた人の年代別では、60 歳代を除いて高年層の方がより認知度

が高い結果となった。 
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（迷惑行為の認知度） 

問２  「北九州市迷惑行為のない快適な生活環境の確保に関する条例」では、以下の「別表１」の行為を「迷惑

行為」と定めていますが、ご存知でしたか。 

 

 

別表１  

迷惑行為の種類 

(1) 

屋外広告物の表示等が禁止されている場所等に屋外広告物を表示すること。  

公共の場所でチラシ等を配布し、これらが散乱した場合に放置すること。  

(2) 飼い犬のふんを放置すること。  

(3) あき地等を適正に管理せず、雑草等を繁茂させ、放置すること。  

(4) 公共の場所その他他人の土地において自転車を放置すること。  

(5) 家庭ごみのごみ出しルールを守らないこと。 

(6) 家庭ごみ等を私有地に放置し、周囲の生活環境を害すること。  

(7) 迷惑駐車 

(8) 空き缶、たばこの吸殻等のごみのポイ捨て  

(9) 公共の場所や他人の土地に自動車を放置すること。  

(10) 公共の場所で喫煙をすること。  

(11) 落書きをすること。  

(12) 迷惑走行（危険な運転又は騒音行為）  

(13) 車や人の安全な通行を妨げ、球戯、ローラー・スケートなどをすること。  

(14) 

障害者用駐車区画の適正でない利用  

点字ブロック上に車両を駐車させ、又は物を置くこと。  

 

 



4 
 

 

  

「迷惑行為」が条例に定められていることを「知っていた」と答えた人の割合は 46.8%

であり、前回の 54.0%より 7.2 ポイント減少している。 

年代別では、70 歳以上は 6 割以上となっている。区別では、門司区が 60.0%で最も高

い。 
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（「小倉都心重点地区」の認知度） 

問３  迷惑行為防止重点地区として、「小倉都心地区」及び「黒崎副都心地区」を指定しています。「小倉都心

重点地区」について、次の中から、あてはまるものを一つ選んでください。 

 

 
 

 

  

小倉都心重点地区については、「範囲及び禁止行為を知っている」、「指定されたこと

は知っていた」など「知っていた」と答えた人の割合は 63.1%であり、前回の 66.9%に

比べ 3.8 ポイント減少している。 

「全く知らなかった」と答えた人の年代別では、20 歳代が 62.4%で最も高く、区別で

は、若松区が 57.1%で最も高い。 
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（「黒崎副都心重点地区」の認知度） 

問４ 「黒崎副都心重点地区」について、次の中から、あてはまるものを一つ選んでください。 

 

 

黒崎副都心重点地区については、「範囲及び禁止行為を知っている」、「指定されたこ

とは知っていた」など「知っていた」と答えた人の割合は 47.6%で、前回の 51.2%から

3.6 ポイント減少している。 

「全く知らなかった」と答えた人の年代別では、60 歳代を除き、若年層ほど知らなか

ったとの回答が多く、区別では、八幡東区が 63.6%で最も高い。 
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（重点地区における過料適用の認知度） 

問５  重点地区では「路上喫煙」「ごみのポイ捨て」「飼い犬のふんの放置」「落書き」の４つの迷惑行為に罰則

（過料１，０００円）が適用されることをご存知でしたか。 

 

 

  

重点地区の過料適用について「知っていた」と答えた人は 46.1%で、前回の 47.5%か

ら 1.4 ポイント減少した。 

「知らなかった」と答えた人の年代別では 20 歳代が 68.7%で最も高く、区別では、

八幡東区が 72.7%で最も高い。 
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（推進地区の認知度） 

問６ 迷惑行為防止活動推進地区についてご存知でしたか。 

 

 

  

推進地区を「知っていた」と答えた人は 15.6%で、前回の 12.2%から 3.4 ポイント増

加している。 

「知らなかった」と答えた人は 84.4%で、年代別では、10、20、60 歳代が 9 割以上と

高く、区別では八幡西区が 92.5%で最も高い。 
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＜問６で「１ 知っていた」と回答した方のみお答えください＞ 

 

（各推進地区の認知度） 

問６－１ 推進地区のうちご存知の地区はどこですか。次の中から、あてはまるものを選んでください。（いくつ

でも） 

 

 

  

知っている推進地区は、前回 2 位だった「八幡駅前地区」が 81.8%で最も高くなり、

2 位の「門司港レトロ地区」が 68.2%で、3 位の「戸畑駅前浅生地区」は 50.0%だった。 
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（基本計画の認知度） 

問７ 迷惑行為防止基本計画についてご存知でしたか。 

 

 

  

基本計画について「目標や基本方針について知っていた」、「策定されたことは知って

いた」と 答えた人は合わせて 36.9%で、前回の 36.0%より増加している。 

「全く知らなかった」と答えた人の年代別では、10 歳代が 100%で最も高かった。区

別では、八幡東区が 72.7%で最も高い。 
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（有効な広報ツール） 

問８  問１～問７について一つでも「知っていた」、「知っている」と回答した方にお尋ねします。それらを知った

きっかけは何ですか。次の中から、あてはまるものを選んでください。（いくつでも） 

 

 

 

 

  

これら迷惑行為防止の取組を知ったきっかけは、「重点地区内の看板、横断幕、路面

標示等で知った」、「市政だよりで知った」が同率 52.2%で最も多い。 

2 位の「ニュース、新聞で知った」は 27.8%で、続いて「街頭啓発で知った」が 20.0%

となっている。 
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（重点地区の現状評価） 

問９  ２つの重点地区における迷惑行為の現状について、条例制定前（平成２０年以前）と比べて、どう思いま

すか。 

 

＜小倉都心地区＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜黒崎副都心地区＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

重点地区における迷惑行為の現状評価は、小倉都心重点地区では「大いに改善され

た」、「やや改善された」と答えた人の割合は 39.7%で、前回の 51.8%から減少している。 

黒崎副都心重点地区については、「大いに改善された」、「やや改善された」と答えた

人の割合は 22.0%で、前回の 29.5%から減少している。 



13 
 

＜小倉都心地区＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜黒崎副都心地区＞ 
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（推進地区の現状評価） 

問１０  推進地区における迷惑行為の現状について、条例制定前（平成２０年以前）と比べて、どう

思いますか。 

 

 

 

 

推進地区における迷惑行為の現状評価は、「大いに改善された」、「やや改善された」

と答えた人が 34.7%となっており、「わからない」と答えた人が 53.2%であった。 


